


















































した。また、2007 年にはハルオ・シラネ氏が編集した『Traditional Japanese 
Literature: An Anthology, Beginnings to 1600』に『狭衣物語』の抄訳が収録
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父母両国共に栄え行かんこそ宿年の望なれ」（「東京朝日新聞」明治 25 年 1 月
27 日）という文章から窺うことができる。
桃水は、日本人ではあるが「対馬人」としての立場から偏見を持たずに朝鮮
を見ることができた。また新聞記者として変わっていく世界情勢の流れもある
程度知っていた。朝鮮が鎖国を主張し、他国を排斥すると西洋の勢力に飲まれ
てしまうという恐れも持っていた。だからこそ両国の血が流れる『胡砂吹く
風』の主人公林正元が生れることができ、このような視線で書かれた事にこの
作品の価値があるのではないだろうか。
当時の新聞小説としては珍しいほど長く連載された本作品は、日本人が書い
た本格的韓国小説の最初の作品だと言っても過言ではないはずである。しかし、
『胡砂吹く風』は韓国関連の書物としてもあまり扱われていない。日韓関係を
扱った小説としての位置付けはもちろんのことだが、その文学的価値も改めて
問う必要がある。前述したように桃水は樋口一葉の小説の師ではあるが、一方
日韓関係における『胡砂吹く風』の価値
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では一葉の文学的素質から刺激を受けたとも見ることができる。彼の初期の小
説と、一葉と会って半年後に書かれた『胡砂吹く風』を比べることでその変化
が明らかになるであろう。かつて日韓の友好的関係を望んだ上で書かれた『胡
砂吹く風』についてその執筆より一世紀以上も過ぎた今、両国の関係を改める
ためにも検討すべきではないだろうか。
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大江健三郎『治療塔』における死と再生　
　――「3.11」という“未来の経験”――
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長谷川如是閑にみる「笑い」
　――戯曲『大臣候補』を中心に――
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『諸艶大鑑』における世伝の人物造型についての検討
　――世伝は色道の「二代目」たり得るか――
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井上靖シルクロード詩集における言語指向
　――素朴的、始源的、直接的な指向をめぐって――
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日本文化の精神性と枡形本についての一考察
　――『おくのほそ道』の造本を出発点として――
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